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福山地方の猫におけるツボガタ吸虫

Pha7yngOStOmum COrdatum の感染率

頓 宮 廉 正 ･斉 藤 哲 郎

Pha7yngOStOmum COrdatum indomesticcatsinFukuyamaDistrict,

HiroshimaPrefecture

YasumasaToNGUl),TetsuroSAITO2)

1)Pha7yngOStOmumCOrdatumeggsweredetectedfrom32domesticcats(1.1%)outof3,000examined
inFukuyamaDistrict,HiroshimaPrefecture,duringtheperiodfrom1971to1982.

2)Spirometraen'naceiwasalsoparasitizedatahigh rateof78%inthecatsinfectedwithP.cordaium.
3)Norelationwasfoundbetweentheinfectedcatsandthiersex,age,Orspecies.
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1.は じめ に

Pha7yngOStOmum COYdatumツボガタ吸虫は淡

永産巻貝を第1中間宿主とし,おもにカエルを第

2中間宿主とする世界的にみられる吸虫である｡

この吸虫がわが国でも九州の野良猫からはじめて

報告されて1)以来,対馬2),琵琶湖周辺3),4),大阪地

区5),福岡市6),山口市7),埼玉県8),兵庫県9),沖
縄10),などで猫に寄生していることが報告されて

きた｡しかしこれらの調査はいずれも野良猫にお

けるものであった｡そこで著者らは広島県福山地

方の獣医科病院を受診した飼育猫におけるツボガ

タ吸虫の感染状況を過去12年間にわたり調査して

報告する｡

調査方法と結果

調査した猫は福山市の私立獣医科医院を受診し

たいずれも飼い猫である｡猫の種類はシャム,ペ

ルシャ,日本種の雑種など合計3,000頭であった｡

地域は大部分が福山市内で,感染猫のうち3頭は

深安郡神辺町から受診したものである｡調査期間

1)岡山大学医療技術短期大学部

2)斉藤獣医科病院

は,1971年から1982年までの12年間にわたり毎年

250頭調査した｡

検便には厚層塗抹法を用いた｡その結果は表 1

のごとくである｡12年間の検査頭数は3,000頭,そ

のうちPha77ngOStOmum COYdatumツボガタ吸虫

の感染猫は32頭 (1.1%)であった｡これと重複感

染していた他のぜん虫種は,吸虫類ではMetago-

nimustakahashii高橋吸虫,Hetey109hyeshetey10-

9hyesnocens有害異形吸虫,Clonwchissinensis

肝吸虫が,条虫類ではSpi710metYlaerinaceiマンソ

ン裂頭条虫,D勿)′lidium caninum瓜実条虫,

Taeniataeniaeformis猫条虫が,線虫類では Tox-

ocwacati猫姻虫,Ancylostomatubaeforme猫鈎

虫がみられた｡なかでもマンソン裂頭条虫はツボ

ガタ吸虫感染猫32頭中の25頭 (78%)に同時感染

していた｡

考 察

ツボガタ吸虫は広く世界各地の猫に寄生してい

る｡本邦においても九州の猫から報告1)されて以
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頓首 廉正他

表 1 ツボガタ吸虫感染猫の頭数とそれと同時感染していた他種蝿虫の種類別猫頭数

調査年 検 査猫頭数 ツボガタ吸虫感染猫 頭数 ツボガタ吸虫と重複感染していた蝿虫の種類と猫頭数高橋吸虫 有害異形吸虫 肝吸虫 マンソン裂頭条虫 瓜実条虫 猫条虫 猫桐虫 猫鈎虫

1971 250 1 1 1

2 250 3 3 1

3 250 3 3 1 1 1

4 250 2 1 2

5 250 2 1 1 1

6 250 3 1 2 2

7 250 2 2 1 1 1

8 250 2 1 1 1 1

9 250 5 4 1 1 1

1980 250 2 2 1 1

1 250 6 4 3 1

2 250 1 1

莱,対馬2),琵琶湖周辺3),4),大阪地区5),福岡市6),

山口市7),埼玉県8),兵庫県9),沖縄本島10),など関

東以西の各地の猫から報告されているOいずれも

野良猫からの報告であるが,調査直前まで野良猫

であったかどうかは判然としていない｡最も高率

な感染は兵庫9)におけるもので36.7%で,最低は

沖縄10)の0.6%である｡今回の福山市における調査

では1.1%の感染率で琵琶湖周辺の猫3)の3.6%や

大阪地区5)の16%,埼玉県8)の8.5%よりも少なか

った｡これは我々の調査した猫が飼育猫であった

ことが大きな要因かもしれないが,おそらく飼育

猫といっても多くの猫は自由に屋外に出て行動で

きる状態なので中間宿主の地理的分布の問題が関

係しているであろうと考えられる｡

この吸虫の生活史は第一中間宿主がPob少ylis

hemisphaeyulaヒラマキモ ドキ11)であり,第二中

間宿主は多くのカエルであって,メタセルカリア

はその筋肉ならびに筋間結合織に被嚢している12)0

その後,メタセルカリアはイモリや-どからも発

見され,-どが保虫宿主の役割を演じていること

が報告されている13)｡カエルのような中間宿主は

市街部を除けばどこにでも生息している動物であ

り,たとえ飼い猫であっても接する機会の多い動

物で,また彼らの好んで餌とする生物でもある｡

したがって,ツボガタ吸虫が猫の世界に普遍的に

みられることも不思議ではない｡また食用ガエル

にもメタセルカリアが寄生していることを考えれ

ば,人畜共通感染症の一つとして人体から検出さ

れる可能性も示唆される｡

今回の調査でツボガタ吸虫感染猫の78%に高率

にマンソン裂頭条虫が重複感染していることがわ

かったがこれはマンソン裂頭条虫の第二中間宿主

が同じカエルであることを考えれば当然といえる｡

またこの条虫が自然界でいかに広く蔓延している

かも物語っているC今回の調査ではツボガタ吸虫

感染とネコの性差,年齢,種類などとの間には関

係は認められなかった｡

ま と め

1)福山市で獣医科病院を受診した飼い猫3,000

頭を12年間にわたり検査し,そのうちの32頭

(1.1%)よりツボガタ吸虫卵を検出した｡
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猫のツポカ+タ吸虫感始率

2)ツポガタ吸虫感染猫の78%は同時に高率にマ

ンソン裂頭条虫にも重複感染 していた｡

3)ツポガタ吸虫感染とネコの種類,性差,年齢

との間には関係は認められなかった｡
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